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看
川
忠
雄
教
授
學
位
請
求
論
丈
審
査
要
旨

一
〇
六

（
一
一
四
四
）

石
川
忠
雄
教
投
學
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

1
主
論
交

2
参
考
論
交

中
國
共
産
黛
史
研
究

中
國
憲
法
史

　
學
位
講
求
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
主
著
「
中
國
共
産
窯
史
研
究
」
（
慶
懸

通
信
護
行
）
は
、
第
一
篇
「
中
國
共
壼
窯
史
概
観
」
、
第
二
篇
「
中
國
共
産
蕪

の
成
立
と
第
一
次
國
共
合
作
の
時
期
」
、
第
三
篇
「
ソ
ヴ
ェ
ト
革
命
お
よ
び
抗

日
民
族
統
一
職
線
形
成
の
時
期
」
、
第
四
篇
「
中
華
人
民
共
和
國
の
時
期
」
を

そ
の
主
要
部
分
と
す
る
。
著
者
は
「
政
治
的
意
圖
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
な
い
歴

史
現
象
の
客
観
的
把
握
に
努
め
」
つ
つ
、
中
國
共
産
窯
の
パ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ソ

の
攣
遷
と
毛
澤
東
コ
ー
ス
の
成
長
襲
展
の
過
程
と
を
、
從
來
わ
が
國
の
學
界
で

殆
ん
ど
本
格
的
研
究
の
行
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ソ
の
影
響
と
革
命

情
勢
の
攣
化
と
の
關
蓮
に
お
い
て
研
究
し
て
い
る
が
、
こ
の
黙
が
中
國
共
逢
窯

史
の
研
究
上
著
者
に
よ
つ
て
新
し
く
開
拓
さ
れ
た
分
野
で
あ
る
。

　
前
記
の
計
四
篇
は
更
に
計
十
二
の
部
分
（
章
）
に
分
れ
て
い
る
が
、
以
下
、

そ
の
論
文
の
中
心
を
な
す
各
章
に
つ
い
て
著
者
の
示
し
た
見
解
と
そ
の
濁
自
の

解
繹
と
を
掲
記
す
る
。
先
ず
第
二
篇
の
第
一
章
「
第
一
次
國
共
合
作
と
コ
ミ
ン



テ
ル
ン
」
に
お
い
て
、
著
者
は
第
一
次
國
共
合
作
の
決
定
が
中
共
二
全
大
會
の

決
議
か
ら
直
接
生
れ
て
來
た
も
の
と
い
う
、
從
來
の
通
読
を
棄
て
、
中
共
裳
員

が
そ
の
窯
籍
を
保
有
し
た
儘
個
人
と
し
て
國
民
黛
に
加
入
し
た
所
謂
「
窯
内
合

作
」
の
形
式
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
側
の
封
中
國
革
命
職
略
の
新
展
開
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
の
新
し
い
見
解
を
提
起
し
、
同
第
二
章
「
京
漢
鐵
道
罷
業
と
陳
濁

秀
」
に
お
い
て
、
著
者
は
陳
の
革
命
理
論
た
る
二
段
革
命
論
は
一
九
壬
二
年
二

月
の
京
漢
鐵
道
ス
ト
ラ
イ
キ
失
敗
を
機
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
通
説
に
反
到
し
、
同
第
三
章
「
武
漢
政
府
時
代
の
中
國

共
蓬
蕪
」
に
お
い
て
、
著
者
は
、
同
政
府
時
代
の
中
共
革
命
蓮
動
に
つ
い
て
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
、
陳
獅
秀
、
盟
秋
白
、
毛
澤
東
の
四
コ
ー
ス
が
存
立
し
た
と
い
う

新
提
案
を
試
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
的
構
造
の
分
析
を
行
つ
て
い
る
。

　
次
に
第
三
篇
の
第
一
章
「
大
革
命
敗
退
直
後
の
中
國
共
産
窯
」
は
一
九
二
七

年
七
月
の
國
共
分
裂
後
、
同
年
十
二
月
の
廣
東
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
に
至
る
革
命
活

動
の
過
程
を
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
、
こ
の
時
期
の
中
共
指
導
部

が
都
市
工
作
重
黙
主
義
の
立
場
を
固
持
し
、
こ
の
政
策
が
コ
、
・
・
ン
テ
ル
ン
の
指

導
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を
述
べ
、
且
つ
そ
の
革
命
蓮
動
が
失
敗
に
終
つ

た
の
は
、
窯
指
導
部
が
當
時
の
革
命
職
略
と
情
勢
に
封
す
る
許
贋
を
誤
つ
た
か

ら
で
あ
る
と
い
う
新
見
解
を
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
問
題
を
こ
の
程

度
に
理
論
的
に
分
析
し
且
つ
資
料
に
よ
つ
て
裏
付
け
た
研
究
は
、
著
者
に
よ
つ

て
始
め
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
篇
第
二
章
「
李
立
三
コ
ー
ス
問
題
の

　
　
　
　
石
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忠
雄
教
授
學
位
請
求
論
丈
審
査
要
旨

一
考
察
」
及
び
第
三
章
「
李
立
三
コ
ー
ス
と
ロ
シ
ア
留
學
生
派
」
に
お
い
て
、

著
者
は
李
コ
ー
ス
を
箪
に
反
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
コ
ー
ス
、
反
・
シ
ア
留
學
生
派
的

コ
ー
ス
と
漠
然
と
定
義
す
る
從
來
の
通
読
を
排
し
て
そ
の
相
違
黙
を
論
謹
し
、

同
時
に
そ
の
三
者
に
は
都
市
工
作
重
融
主
義
に
立
脚
す
る
と
い
う
共
通
馳
が
あ

つ
て
農
村
重
親
主
義
を
と
る
毛
澤
東
コ
ー
ス
と
は
異
質
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
明
か
に
し
て
い
る
。
同
篇
第
四
章
「
江
西
ソ
ヴ
ェ
ト
期
に
お
け
る
抗
日
反
帝

統
一
職
線
の
諸
問
題
」
は
、
從
來
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
以
外
の
立
場
か
ら
は
殆
ん
ど

研
究
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
分
野
で
あ
る
が
、
著
者
は
、
陳
紹
禺
ら
の
β
シ
ア
留

學
生
派
と
毛
澤
東
と
の
間
に
は
職
術
的
封
立
は
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
成

さ
れ
よ
う
と
し
た
統
一
職
線
の
性
格
及
び
内
容
は
全
く
同
一
で
あ
つ
た
と
し
、

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
見
解
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
同
第
五
章
「
西

安
事
件
の
一
考
察
」
に
お
い
て
、
著
者
は
、
一
九
三
七
年
九
月
の
第
二
次
國
共

合
作
を
導
く
歴
史
的
韓
機
と
な
つ
た
こ
の
蒋
介
石
監
禁
事
件
を
中
共
史
の
立
場

よ
り
考
察
し
て
、
こ
の
事
件
が
ソ
蓮
乃
至
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
影
響
に
よ
る
と

す
る
通
読
に
疑
問
を
投
掛
け
、
資
料
及
び
事
實
の
爾
面
的
研
究
に
基
い
て
、
中

共
は
一
九
三
五
年
の
所
謂
八
・
一
宣
言
以
來
、
ソ
ヴ
ェ
ト
革
命
段
階
よ
り
本
格

的
な
抗
日
民
族
統
一
職
線
の
結
成
へ
と
そ
の
政
策
を
韓
換
し
た
の
で
あ
り
、
從

つ
て
右
西
安
事
件
は
中
共
が
濁
自
の
立
場
か
ら
「
蒋
介
石
お
よ
び
國
民
窯
を
抗

目
民
族
統
一
職
線
の
不
可
敏
の
要
素
と
考
え
」
て
、
彼
等
を
参
加
せ
し
め
る
こ

と
に
ょ
つ
て
統
一
職
線
の
樹
立
を
計
ろ
う
と
し
て
、
蒋
を
羅
放
し
た
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
（
一
一
四
五
）
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と
論
じ
て
い
る
。

　
更
に
第
四
篇
の
第
三
章
「
中
共
と
ソ
蓮
ー
そ
の
自
主
性
を
め
ぐ
つ
て
I

i
」
は
、
上
記
諸
章
の
内
容
を
総
括
し
た
、
い
わ
ば
結
論
的
性
格
を
持
つ
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
都
市
工
作
重
黙
主
義
の
立
場
を
と
つ
て
い

た
陳
猫
秀
、
盟
秋
白
、
李
立
三
、
ロ
シ
ア
留
學
生
派
の
指
導
時
代
の
中
國
共
産

窯
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
完
全
指
導
下
に
あ
つ
て
封
ソ
自
主
性
は
な
か
つ
た
が
、

農
村
工
作
重
黙
主
義
の
立
場
に
た
ち
着
々
と
ソ
ヴ
ェ
ト
蓮
動
を
績
け
て
い
た
毛

澤
東
が
権
力
を
握
つ
た
一
九
三
五
年
一
月
以
後
の
中
共
に
は
、
毛
の
努
力
に
よ

り
封
ソ
自
主
性
が
忍
耐
づ
よ
く
成
長
し
て
來
た
ば
か
り
で
な
く
、
「
毛
の
態
度

は
、
ま
さ
に
中
ソ
團
結
と
中
共
の
封
ソ
自
主
性
と
の
關
係
の
在
り
方
を
暗
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
結
論
し
て
い
る
。

　
從
來
の
中
共
窯
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、
波
多
野
乾
一
氏
に
よ
つ
て
試

み
ら
れ
た
主
と
し
て
中
共
側
資
料
の
集
大
成
の
上
に
立
つ
て
の
刻
明
な
編
年
史

的
記
述
が
類
書
中
の
随
一
に
推
さ
れ
て
い
た
が
、
著
者
が
中
國
側
資
料
の
騙
使

は
固
よ
り
現
大
職
後
頓
に
襲
達
し
つ
つ
あ
る
米
國
に
お
け
る
中
國
殊
に
中
共
研

究
の
成
果
を
も
十
分
に
探
取
し
て
、
中
共
革
命
の
實
陵
方
式
と
構
成
理
論
に
封

す
る
綿
密
な
分
析
を
下
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

　
著
者
の
研
究
封
象
と
L
て
の
中
共
窯
史
は
、
概
ね
西
安
事
件
を
以
て
終
つ
て

い
て
、
第
四
篇
の
第
】
、
二
章
に
お
い
て
、
中
華
人
民
共
和
國
の
建
國
三
年
後

の
一
般
動
向
と
中
共
憲
法
と
に
封
す
る
現
状
分
析
的
な
記
述
を
以
て
こ
れ
を
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
　
　
（
輔
一
四
六
）

完
し
て
は
い
る
も
の
の
、
右
抗
日
職
雫
か
ら
戦
後
の
内
職
を
脛
て
人
民
共
和
國

の
成
立
に
至
る
約
十
二
年
間
の
記
述
は
、
前
段
の
著
者
的
手
法
を
以
て
行
わ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
黙
は
著
者
自
ら
「
そ
の
護
表
は
他
日
を
期
す
る
」
旨
を
指
摘

し
て
い
る
し
、
更
に
そ
の
資
料
の
完
備
を
將
來
に
期
す
る
の
外
な
い
「
現
代
史
」

の
部
分
で
も
あ
る
か
ら
已
む
を
得
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
著
を
通
史
と

し
て
槍
討
す
る
と
き
十
分
と
い
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
本
著
は
元
來
著
者

自
ら
戚
す
る
通
り
「
一
種
の
論
文
集
」
で
あ
る
か
ら
、
從
つ
て
そ
の
記
述
に
脈

絡
性
を
飲
く
貼
も
若
干
見
受
け
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
中
共
革
命
の
護
展
過
程
を
理
論
的
實
謹
的
に
着
實
に
究
明

す
る
と
い
う
著
者
に
よ
つ
て
試
み
ら
れ
た
研
究
方
式
と
、
從
來
こ
の
分
野
の
研

究
に
お
い
て
多
く
の
論
者
が
看
過
し
た
部
分
を
逐
一
指
摘
し
て
著
者
の
新
見
解

を
表
明
し
た
こ
と
と
は
、
斯
學
の
研
究
に
と
り
高
く
評
債
さ
る
べ
き
も
の
と
信

ず
る
。
從
つ
て
本
論
文
を
通
じ
て
示
さ
れ
て
い
る
著
者
の
政
治
史
論
上
の
學
識

は
、
法
學
博
士
の
學
位
を
與
え
る
に
十
分
な
も
の
と
認
め
る
。
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和
三
十
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年
三
月
十
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